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※ポスター掲示は１０：30～１５：30まで
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STUDY OF HISTORY FORUM 

全国高等学校
ALL JAPAN HIGH SCHOOL

九州国立博物館  １階  ミュージアムホール
10：30～15：30 参加無料 申し込み不要

説明タイム 〈高校生による研究内容発表〉

［太宰府天満宮横］
NTTハローダイヤル（午前9時～午後8時/年中無休）

☎ 050-5542-8600www.kyuhaku.jp
〒818-0118 福岡県太宰府市石坂4-7-2

10：30～1１：30
現代における庚申信仰のあり方と課題

～古墳、城から転用された祭場に着目して～

福島県相馬市の官軍墓地
～戊辰戦争の記憶～

現代人から見る弥生絵画
～人物画をデータ化する～

皇女和宮と口紅と将軍家茂

江戸時代の疫病と考古資料
～イトシマを舞台として～

1３：30～1４：30

長崎県立壱岐高等学校 東アジア歴史・中国語コース

中世壱岐の深江田原平野の
衰退原因に関する一考察

栃木県北部における烽跡の推定

歴史上における関門海峡の地理的重要性について

九州最古!?あの夏目漱石も愛した！
筑前国二日市温泉

甲斐武田氏の津久井侵攻と街道からみる
深大寺城再興の目的

法政大学第二高等学校 社会科学・歴史研究部

九州産業大学付属九州産業高等学校 史跡探索研究部

福岡県立八幡高等学校

栃木県立矢板東高等学校 リベラルアーツ同好会

群馬県立高崎北高等学校 JRC 部歴史研究班

福島県立相馬高等学校 郷土部

奈良県立橿原高等学校 考古学研究部

埼玉県立熊谷西高等学校

福岡県立糸島高等学校 歴史部
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駐車場（有料）には限りがございますので、予めご了承ください。

太宰府ＩＣまたは筑紫野ＩＣから高雄交差点経由で約20分

水城出口から高雄交差点経由で約20分

ＪＲ二日市駅から約15分・福岡空港から約30分

〒818-0118 福岡県太宰府市石坂4-7-2（太宰府天満宮横）
NTTハローダイヤル

九州自動車道

タクシー利用

福岡都市高速

☎050-5542-8600（午前9時～午後8時／年中無休）博多バスターミナル（1階11番のりば太宰府行き）から
西鉄太宰府駅下車（所要時間約40分）、徒歩約10分

西鉄バス

ＪＲ博多駅からJR鹿児島本線（快速約15分）でＪＲ二日市
駅下車、ＪＲ二日市駅から西鉄二日市駅（徒歩約12分、
バス約6分）、西鉄二日市駅から西鉄太宰府線利用

ＪＲ

西鉄福岡（天神）駅から西鉄天神大牟田線（特急約
16分／急行約19分）で西鉄二日市駅乗り換え、西鉄
太宰府線（約5分）で西鉄太宰府駅下車、徒歩約10分
※特急／急行料金不要

西鉄電車

http://www.kyuhaku.jp

今年は開催します！

全国高等学校

歴史学フォーラム 2021
参加各校に見どころを聞きました
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タイムスケジュール

参加各校が発表内容をまとめたポスターを掲示して
います。自由にご覧下さい。 参加各校の生徒が、前半後半に分かれみなさまに

研究内容を説明します。どんどん質問して下さい。

石造物調査と
フィールドワークによる
庚申信仰の現状と
課題を探究。

墓碑銘の調査から、
統一戦争の
エネルギーと
その悲哀を
探ります。 弥生時代の人物画の

テクニックを科学的に
分析したこと。

口紅から公武合体の
成功を願う
人々の気持ちを
読み取る。

小松原遺跡発掘
報告会への参加など、
実際に現地に
足を運んだ
考察。

物流・経済面から
関門海峡が
どのように
歴史を動かして
きたのか。

万葉集にもある
二日市温泉を

歴史や効能の面から
深堀りします。

文献調査とFWと
2つの方法で調査を
行いました。

壱岐深江田原平野の
衰退に関する
考古学の
分析が文献と
一致した点。

江戸時代の疫病の
流行を考古資料から
見い出せるか
挑戦します。

群馬県立
高崎北高等学校
 JRC部歴史研究班

福島県立
相馬高等学校

郷土部

奈良県立
橿原高等学校
考古学研究部

埼玉県立
熊谷西高等学校

福岡県立
糸島高等学校

歴史部

長崎県立
壱岐高等学校

東アジア歴史・中国語コース

法政大学
第二高等学校 
社会科学・歴史研究部 栃木県立

矢板東高等学校
リベラルアーツ同好会 福岡県立

八幡高等学校

九州産業大学付属
九州産業高等学校
史跡探索研究部

10：3０ ～ 15：３０ポスター掲示タイム 前半／ １０：３０ ～ １１：３０
後半／ １３：３０ ～ １4：３０説明タイム


